
　
み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ
は
毎
月
1
回
、
主

に
筑
波
大
学
内
の
会
場
で
行
わ
れ
て

い
る
、
講
演
会
で
す
。
テ
ー
マ
は
新
し

い
機
器（
ス
マ
ホ
や
家
電
な
ど
）や
話
題

に
な
っ
て
い
る
機
器（
自
動
翻
訳
や
ス

マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）な
ど
様
々
で
す

（
2
0
1
7
年
度
の
カ
フ
ェ
内
容
は
2
面

を
参
照
）。
本
日
は
、
そ
の
中
で
も
筆
者

に
と
っ
て
興
味
深
い
と
感
じ
ら
れ
た
、「
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
守
る
運
転
安
全

（
講
演
者
：練
馬
タ
ク
シ
ー
㈱
坂
口
哲
夫

さ
ん
）」の
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
こ
の
カ
フ
ェ
で
は
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手

の
運
転
安
全
を
守
る
た
め
に
開
発
さ
れ

た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー（
以
下
ド
ラ
レ

コ
）を
、
高
齢
者
の
運
転
安
全
を
守
る
た

め
に
ど
う
利
用
で
き
そ
う
か
？
と
い
う

テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
ド

ラ
レ
コ
と
は
何
か
、
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
ド
ラ
レ
コ
と
は
？

　
ド
ラ
レ
コ
と
は
車
に
つ
い
た
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
の
こ
と
で
、
5
つ
の
こ
と
が
で
き

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
①
運
転
者
が
み
た

景
色
を
ビ
デ
オ
録
画
で
き
る
、
②
車
内

の
音（
声
）を
録
音
で
き
る
、
③
車
の
速

度
や
、
走
っ
た
位
置（
G
P
S
）を
記
録
で

き
る
、
④
衝
撃
が
加
わ
っ
た
時
の
衝
撃

度
合
い
を
記
録
で
き
る
、
⑤
ビ
デ
オ
だ

け
で
な
く
、
写
真
も
利
用
で
き
る
、
と

い
う
5
つ
の
機
能
で
す
。
そ
れ
で
は
、
こ

の
ド
ラ
レ
コ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
開

発
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

◆
ド
ラ
レ
コ
の
誕
生
秘
話
と
活
用
へ
の

取
り
組
み

　
ド
ラ
レ
コ
は
、
練
馬
タ
ク
シ
ー
社
長
・

故
桜
井
武
司
氏
が「
歩
行
者
、
運
転
者
を

問
わ
ず
被
害
者
側
の
泣
き
寝
入
り
を
防

ぎ
、
証
拠
を
残
し
て
世
の
中
の
不
幸
な

事
故
や
犯
罪
を
無
く
す
」、
と
い
う
理
念

の
も
と
に
開
発
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

平
成
12
年
開
発
に
成
功
、
13
年
か
ら
販

売
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
社
長
は
商
売

で
な
く
事
故
を
減
ら
し
た
い
、
全
国
に

広
め
た
い
と
の
想
い
か
ら
特
許
は
取
得

し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
は
じ
め
は
、
普
段
の
乗
務
映
像
を
確

認
し
た
り
、
事
故
が
起
き
た
際
の
状
況

や
事
故
原
因（
ス
ピ
ー
ド
・
わ
き
見
・
居

眠
り
等
）を
把
握
し
た
り
す
る
こ
と
に
使

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
後
に
そ
の

デ
ー
タ
を
利
用
し
、
社
内
で
の「
教
育
」

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
例
え
ば
、
新
人
や
事
故
者
の
教
育
に

使
う（
本
人
が
運
転
し
た
映
像
を
見
せ
た

り
、
他
人
の
事
故
映
像
を
見
せ
て
注
意

喚
起
し
た
り
す
る
）な
ど
、
個
人
教
育
を

行
っ
た
り
、
事
故
の
情
報
を
共
有
す
る

講
演
を
行
う
集
合
教
育
を
行
っ
た
り
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
で
は
、
こ
の
ド
ラ
レ

コ
、
高
齢
者
の
運
転
の
安
全
の
た
め
に

は
、
ど
う
役
立
つ
で
し
ょ
う
か
？

◆
高
齢
運
転
者
の
運
転
安
全

　
平
成
28
年
中
に
都
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
の
う
ち
、
高
齢
運
転
者（
65
歳
以

上
）が
関
与
し
た
事
故
は
22
・
3
％
を
占

め
る
そ
う
で
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
運
転
者
は
①
動
体
視
力
が
衰

え
た
り
、
②
注
意
力
や
集
中
力
が
変
化

し
た
り
、
③
瞬
間
的
な
判
断
力
が
変
化

し
た
り
、
④
過
去
の
経
験
を
重
視
す
る

傾
向
に
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
十

分
に
安
全
な
運
転
が
で
き
て
い
な
い
場

合
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
、
高
齢
者
の
運
転
の
安
全
を

維
持
し
、
運
転
を
見
守
る
た
め
に
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
利
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
わ
け
で
す
。
例
え

ば
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
運
転
を
し
て

い
る
か
、
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
見
て
、

自
分
の
運
転
に
つ
い
て
相
談
す
る
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
講
演
の
後
、
会
場
の

み
ん
ラ
ボ
会
員
と
講
演
者
の
間
で
盛
ん

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
会
は
終
了
し

ま
し
た
。
こ
の
記
事
を
読
ん
で
み
ん
ラ

ボ
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
事

務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

（
本
田
）

　

平
成
30
年
4
月

11
日
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
つ
く
ば
1
階
セ
ン

タ
ー
コ
ー
ト
に
て
、
幸
せ
の
黄
色
い
レ

シ
ー
ト
の
活
動
団
体
に
対
し
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
み
ん
ラ
ボ
か
ら
は
、

篠
原
、
田
内
、
鵜
川
、
松
村
の
4
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
の
4
月
か
ら
今

年
3
月
ま
で
の
1
年
間
の
実
績
に
よ
り
、

イ
オ
ン
様
よ
り
助
成
金
額
分
の
イ
オ
ン

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
が
贈
呈
さ
れ
、
み
ん
ラ

ボ
は
2�

5
、4
0
0
円
で
し
た
。
各
団

体
代
表
よ
り
活
動
報
告
が
あ
り
、
み
ん

ラ
ボ
は
篠
原
が
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、宣
伝
活
動
を
さ
せ
て
頂
き
、レ
シ
ー

ト
が
ボ
ッ
ク
ス
に
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い

集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
日
ご
ろ
の
皆
様
の
ご
支
援
の

賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
助

成
金
は
み
ん
ラ
ボ
活
動
に
有
効
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
何
と

ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
篠
原
、
田
内
、
鵜
川
、
松
村
）

幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト

贈
呈
式

み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ
の
ご
紹
介

　例年、年度始まりの四季報は「みん
ラボ総会報告記事」を1面に掲載して
いました。ただ、初めて四季報を手に
取る人にとっては情報が多く「よくわ
からない…」と感じられてしまうので
はないかと思います。そこで今年は、
総会の詳細を2面にして、1面はより
みんラボに興味を持ってもらいやすい、
みんラボカフェの記事にしました。

総会記事編集にあたって

￥

レシート

￥

レシ
ート

平成30年
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第
6
回（
2
0
1
7
年
度
）

み
ん
ラ
ボ
総
会
報
告

　
第
6
回
み
ん
ラ
ボ
総
会
が
下
記
の
通
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
春

う
ら
ら
か
な
、
陽
気
の
良
い
時
期
の
開
催
で
し

た
。
総
会
前
に
行
な
わ
れ
た
、
2
0
1
7
年
度

の
研
究
成
果
発
表
会（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）で
は
、

会
員
が
研
究
員
・
学
生
か
ら
説
明
を
受
け
、
盛

ん
に
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
総
会
で
は
、

皆
が
活
動
・
研
究
報
告
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

2
0
1
8
年
度
の
活
動
及
び
み
ん
ラ
ボ
の
将
来

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
会
は
今
年
も
、
盛
会
裡
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

開
催
日
：
平
成
30
年
3
月
13
日（
金
）

　
研
究
成
果
発
表
会　
13
時
〜
14
時

　
み
ん
ラ
ボ
総
会　
　
14
時
30
分
〜
16
時

場
所
：�

つ
く
ば
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー　
第
二
会

議
室

参
加
人
数
：
28
名

進
行
：
み
ん
ラ
ボ
代
表　
原
田
悦
子
先
生

以
下
総
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

Ⅰ
2
0
1
7
年
度
の

み
ん
ラ
ボ
活
動
状
況

1
．�

み
ん
ラ
ボ
登
録
会
員（
2
0
1
8
年
3
月

現
在
）

　
⑴ 

み
ん
ラ
ボ
会
員
数　
2
1
9
名

　
⑵ �

会
員
平
均
年
齢　
72
・
82
歳（
範
囲
：
52

〜
88
歳
）

　
⑶ �

会
員
在
住
地
域　
つ
く
ば
市
を
中
心
に

茨
城
県
・
県
南
地
域

2
．
み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ
開
催
状
況

　
⑴ �

第
47
回　
4
月　
腕
時
計
が
翻
訳
機
に

な
る
?!
〜
機
械
翻
訳
の
今
〜　
筑
波
大

学　
谷
尭
尚
先
生

　
⑵ �

第
48
回　
5
月　
聞
こ
え
の
変
化
を
知

る
〜
報
知
音
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
す
る
か

〜　
み
ん
ラ
ボ
研
究
員　
水
浪
田
鶴
氏

　
⑶ �
第
49
回　
6
月　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

で
守
る
運
転
安
全  

練
馬
タ
ク
シ
ー
㈱　

　
　

 

坂
口
哲
夫
氏

　
⑷ �

第
50
回　
8
月　
三
菱
電
機
に
お
け
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン　
三
菱
電
機

㈱　
大
井
美
喜
江
氏
・
石
川
美
穂
氏

　
⑸ �

第
51
回　
9
月　
高
齢
者
の
万
引
き
と

そ
の
防
止　

香
川
大
学　

大
久
保
智
生

先
生

　
⑹ �

第
52
回　
10
月　
シ
ル
バ
ー
×
ロ
ボ
ッ

ト
＝
新
型
シ
ル
バ
ー
カ
ー
？　

㈱
幸
和

製
作
所　
藤
田
瑛
仁
氏

　
⑺ �

第
53
回　
11
月　
携
帯
電
話
は
い
つ
か
使

い
や
す
く
な
る
の
か
な
？
：
ぬ
い
ぐ
る
み

型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
・
コ
ミ

ク
マ
の
開
発　
㈱
K
D
D
I
総
合
研
究
所 

新
井
田
統
氏

　
⑻ �

第
54
回　
12
月　
キ
ャ
ッ
プ
式
牛
乳
容

器
の
話  

㈱
明
治  

東

俊
二
氏

　
⑼ �

第
55
回　
2
月　
オ
ッ

ケ
ー
、
グ
ー
グ
ル
！
ス

マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
っ

て
何
？  

静
岡
大
学　

  

須
藤
智
先
生

3
．�

み
ん
ラ
ボ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動

　
⑴ 

広
報
誌
編
集
委
員
会

　
　
◦�

四
季
報
第
10
号
の
発

行（
6
月
1
日
）

　
　
◦
四
季
報
第
11
号
の
発
行（
12
月
1
日
）

　
　
◦
四
季
報
第
12
号
の
発
行（
4
月
1
日
）

　
⑵ 

み
ん
ラ
ボ　
食
の
会

　
⑶ 「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
」
活
動

4
．
使
い
や
す
さ
検
証
＆
研
究
活
動

　
⑴ 

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
再
登
録

　
⑵ 

自
動
運
転
車
の
乗
車
時
不
安
評
価
研
究

　
⑶ �

自
動
券
売
機
の
使
い
に
く
さ
と
オ
ペ
レ
ー

タ
に
よ
る
支
援
方
法
の
研
究

　
⑷ �

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
の
使
い
や
す
さ
研
究

　
⑸ �

高
齢
者
と
若
年
成
人
に
よ
る
協
同
問
題

解
決
の
研
究

　
⑹ �

ビ
デ
オ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
わ
か
り
や
す
さ

研
究（
四
季
報
第
11
号
に
詳
細
を
掲
載
）

Ⅱ
み
ん
ラ
ボ
活
動
の
広
が
り

1
．
み
ん
ラ
ボ
と
連
携
す
る
活
動
の
広
が
り

　
⑴ �

静
岡
大
学
「
静
岡
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
ラ

ボ
」

　
⑵ �

島
根
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
「
人
間

科
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
⑶ �

秋
田
市
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ

テ
ィ（
高
齢
者
に
や
さ
し
い
都
市
）」

2
．�

み
ん
ラ
ボ
と
の
共
同
研
究
に
基
づ
く
「
使

い
や
す
い
」
デ
ザ
イ
ン
の
広
ま
り

　
⑴ �

顔
認
証
ゲ
ー
ト（
自
動
出
入
国
審
査
シ
ス

テ
ム
）  

羽
田
国
際
線
・
成
田
で
稼
動
中

（
四
季
報
第
12
号
に
詳
細
を
掲
載
）

　
⑵ 

キ
ャ
ッ
プ
式
牛
乳
容
器

Ⅲ
2
0
1
7
年⇒

2
0
1
8
年
度

人
事
異
動

　
◦�

研
究
員
：
原
田
佑
規　

着
任（
2
0
1
7

年
4
月
）

　
◦�

研
究
員
：
水
浪
田
鶴　

着
任（
2
0
1
7

年
4
月
）

　
◦�

研
究
員
：
原
田
佑
規　

離
任（
2
0
1
8

年
3
月
）

　
◦�

原
田
研
大
学
院
生
：
池
永
将
和　
修
士
課

程
修
了（
2
0
1
8
年
3
月
）

　
◦�

研
究
員（
R
A
）：
田
中
伸
之
輔　

着
任

（
2
0
1
8
年
4
月
）

（
吉
村
）
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第4回桜会議
　枝いっぱいに付けた桜の花、今年は例年より一週間程度早く見頃を迎えまし
た。平成30年3月28日（水）午前11時より桜会議が開かれました。場所はいつ
も通り、大学の天久保池のほとりです。原田先生をはじめ葛岡先生、学生さ
ん、会員の方々、そして都内より参加していただいた方々、それぞれが食べ
物を持ち寄り、ビニールシートを広げていっしょにお話をしました。田中さん（大
学院生）が作った、豚肉をマーマレードとお醤油で煮込んだ料理、愛情が伝わっ
てきてすごく美味しかったです。また、王さん（大学院生）が作ってくれた煮卵
料理、これも味が浸みていて美味しかったです。他にも混ぜご飯や自家製漬物、色鮮やかな巻きずし等々が、輪になった中心
に並びました。もちろんビールや日本酒、ワインもたくさんありました。原田先生からは、30㎝くらいの丸い桜色をしたチョコレー
トの上にたくさんの木の実が乗ったおいしいお菓子をいただきました。最高でしたね。
　御馳走を頂きながら自己紹介をしたり、みんラボに入会したきっかけやたくさんの友達との出会いがあり、繋がりが出来て楽
しかった事、などを話しました。原田佑規さん（研究員）は、筑波山にトライしたが途中で断念し再度チャレンジをしたいと話して
くれました。とても楽しい雰囲気の中、話は盛り上がりました。皆さんも是非桜会議に参加してみませんか？� （鵜川）

　筑波大学にはなんと13店ものパン屋さんがあるそうで
す。今回ご紹介するのは『粉とクリーム』第3エリア店。こ
こは、TV番組「ヒルナンデス」や「じゅん散歩」でも人気店
として紹介されました。
　南フランスの避暑地をイメージしたちょっとおしゃれな
店内には、焼き立て総菜パン、見た目もかわいい菓子パン
の数々、眺めているだけで幸せな気分になります。
　店員さんに伺った定番人気のパンをご紹介します。
◦メープルフレンチ：甘くてしっとり美味しい。
◦�塩パン：見た目はピザのよう。生地がもちもち。7種類
もある。

◦カレーパン：マイルドな辛さ。
◦�目玉ベーコン：シンプルなのがいい。常に焼き立てが並
んでいるのが嬉しい。

　種類豊富で何度も通いたくなるパン屋さんです。皆様も
みんラボにお越しの際に立ち寄ってみてはいかがでしょう
か？　� （浜崎）

『粉とクリーム』ベーカリー＆カフェ〈つくばキャンパス第
3エリア店〉
【営業時間】8:15〜18:30（月〜金）
【場所】筑波大学キャンパス内…3A棟1Fフードコート
※�共同研究棟A（みんラボ）や総合研究棟A（みんラボカフェ
会場）から徒歩約3分。噴水がある池の近く。毎月お送
りする「みんラボカフェ
ご案内」裏面の地図でご
確認ください。

※�お昼時は大変混雑してい
ます。10:30〜11:30、

　�14:00〜15:00頃は品数
も多くおすすめの時間帯
とのこと

　私、原田佑規は、2017年4月から1年間にわたり、みん
ラボ研究員としてみなさまのお世話になりました。現在は、
東1丁目にある産業技術総合研究所に異動して研究してい
ます。
　みんラボでは、モノの使いやすさ検証調査、みんラボカ
フェ、四季報の編集支援などを担当しました。検証調査で
は、会員のみなさまが積極的に参加してくださり、ときに
は「研究頑張ってね！」と応援をいただき励みになりまし
た。余談ですが、赴任当初に、会員さんを調査室までお連
れする際、会員さんのほうが私よりも筑波大学に詳しいと
いうことがあって、「もっと頑張らねば…！」と決意した記
憶があります。みんラボカフェでは参加者の「もっと知り
たい！」という声、四季報の編集では編集員の「もっと書き
たい！」というパワーを感じ、どうすればみなさまの期待
に応えられるのかを考え、行動する日々でした。
　後任として、大学院生の田中伸之輔さんが事務局メン
バーになりました。田中さんは、原田研究室の学生で、こ
れまでにモノの使いやすさ検証調査や食の会などで活躍し
てきました。私は少しあわてんぼうな性格ですが、田中さ
んは「しっかりもの」（！）ですので、安心してバトンタッ
チができました。
　みなさまのご協力のおかげで、みんラボはもうすぐ8年
目を迎えようとしています。その間、会員のみなさま、先
生方、学生など多くの人の間で、さまざまな出会いがあっ
たのではないでしょうか。私自身も、その「出会いの1つ」
として、みなさまと関わることができて幸せでした。私は、
これからもみんラ
ボのイベントに、
ちょくちょく参加
しますので、これ
からもぜひよろし
くお願いします！

（原田佑規）

事務局だより

〜離任のご挨拶〜〜人気のパン屋さん『粉とクリーム』〜
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【みんラボ会員】
石橋、鵜川、篠原、東海林、
田内、長門、沼尻、根岸、
星、本田、柳井、吉村
【筑波大学大学院生】
田中、広瀬、王
【教員スタッフ】
原田、茂呂、葛岡、須藤
【みんラボ事務局】
浜崎、松村、水浪、（田中）

編集者紹介

■市役所・官公庁
つくば市役所・関係部署
つくばみらい市役所
牛久市役所
土浦市役所
守谷市役所
取手市役所
龍ケ崎市役所
阿見町役場
■筑波大学および病院関係
筑波大学
筑波大学附属病院
筑波メディカルセンター病院
筑波記念病院
筑波学園病院
■市・公共団体
つくば市社会福祉協議会
つくば市シルバー人材センター
つくば市民大学（みどりの風）
つくば市民活動センター
つくば市ふれあいサロン
阿見町中央公民館
阿見町本郷ふれあいセンター
阿見町君原公民館
阿見町かすみ公民館
阿見町舟島ふれあいセンター
牛久市社会福祉協議会
牛久市シルバー人材センター
牛久市エスカードビル
牛久市生涯学習センター
牛久市ボランティアセンター
牛久市中央図書館

が置いてあるところ

  

製
作
者
か
ら
の
紹
介

　
こ
れ
は
自
称
ベ
ン
リ
ボ
ー（
便
利
棒
：
A
図
）と
呼
ん

で
い
る
も
の
で
す
。
私
が
必
要
に
応
じ
て
「
こ
ん
な
も

の
が
あ
っ
た
ら
便
利
な
の
に
」
と
興
に
任
せ
な
が
ら
、

握
り
や
す
い
、
便
利
棒
を
長
年
工
夫
し
て
使
い
込
ん
で

き
た
製
作
者
の
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
使
用
す

る
と
蛍
光
灯
の
ひ
も
が
切
れ
込
み
へ
吸
い
つ
く
よ
う
に

挟
ま
り
、
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
が
寝
て
い
て
も
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。
三
股
は
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
の
軽

い
も
の
も
、
男
物
の
ス
ー
ツ
の
よ
う
に
重
い
も
の
ま
で
、

高
い
と
こ
ろ
へ
楽
に
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ン

ガ
ー
が
入
り
こ
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
先
端
3
・
5
セ

ン
チ
の
所
を
結
束
バ
ン
ド
で
止
め
て
あ
り
、
強
度
も
兼

ね
備
え
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
1
メ
ー
ト
ル
の
棒
は

使
い
勝
手
の
良
い
長
さ
で
、
そ
の
先
に
つ
い
て
い
る
再

利
用
し
た
で
あ
ろ
う（
？
）鉤
の
手
の
金
具
は
、
周
り
の

も
の
を
簡
単
に
引
き
寄
せ
ま
す
。
家
で
飼
っ
て
い
る
2

匹
の
猫
の
ド
ア
の
開
け
閉
め
な
ど
に
利
用
し
ま
し
た
。

他
の
機
能
も
楽
し
く
試
し
、
ま
さ
に
「
便
利
棒
＝
万
能

棒
」
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
便
利
な
も
の
が
開
発
さ
れ
る
世
の
中
で
す

が
、
自
身
の
生
活
に
合
わ
せ
て
創
意
工
夫
す
る
こ
と
は

素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
欲
を
、

高
齢
に
な
っ
て
も
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
認
知
症
の
予

防
に
も
な
り
、
寝
た
き
り
の
時
間
を
短
く
し
、
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。（

石
橋
）

の
杖
、
⑦
護
身
用
棒
等
。
そ
の
他
状
況
に
合
わ
せ
て
多

用
途
に
使
い
分
け
ら
れ
ま
す
。
何
気
な
い
も
の
で
す
が

孫
と
の
遊
び
用
具
に
も
使
っ
て
い
ま
す
。

（
根
岸
）

  

使
っ
て
み
た
感
想

　
一
見
武
骨
な
感
じ
が
し
ま
し
た
が
手
に
取
る
と
軽
く
、

そ
の
都
度
、
少
し
ず
つ
工
夫

と
改
善
を
加
え
、
作
り
出
し

た
も
の
で
す
。

　
用
途
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
使
え
ま
す
。

①
1
m
を
測
定
す
る
物
指

し
、
②
工
作
す
る
際
の
線
引

き
、
③
三
股
と
し
て
棒
や
ハ

ン
ガ
ー
を
引
っ
掛
け
る（
B

図
）、
④
布
や
小
物
を
か
き

寄
せ
る（
C
図
）、
⑤
紐
の
先

に
つ
い
た
ス
イ
ッ
チ
を
挟
ん

で
引
く（
C
図
）、
⑥
室
内
用

　
四
季
報
の
発
行
も
13
号
と
な
り
ま
し
た
。
編
集
委

員
に
新
メ
ン
バ
ー
が
見
学
に
い
ら
し
た
り
、
お
試
し

で
参
加
さ
れ
た
り
、
活
動
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
今
後
も
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
今
号
で
は
、
み
ん
ラ
ボ
総
会
の
内
容
を
中
心
に
報

告
し
ま
し
た
。
総
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
に

も
「
み
ん
ラ
ボ
の
1
年
」
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
年
度
の
初
め
に
行
う
桜
会
議
、
来
年
度

も
行
う
予
定（
！
）で
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
お
も
し
ろ
デ
ザ
イ
ン
発
見
記
の
記

事
に
つ
い
て
は
、
絶
賛
投
稿
募
集
中
で
す
。
身
の
回

り
に
あ
る
「
面
白
い
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
の
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
編
集
委
員
会
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
四
季
報
12
号
で
ご
報
告
し
た
通
り
、
四
季
報
の
読

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
、
今
後
の
四
季
報
へ
の
意

見
を
募
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
頂
い
た
す
べ
て

の
ご
意
見
を
反
映
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
で
き
る
限
り
頂
い
た
意
見
を
反
映
さ
せ
、
わ
か

り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
広
報
誌
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
ご
愛
読
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
星
）

編
集
後
記
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